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※保存してご利用ください

認知症の人にもやさしい地域づくりを目指して
耳学歴史散歩③
令和元年度市長へのはがき集計

戦争の悲惨さ伝え継ぐ　戦時資料展
　8月1日から23日まで、八女民俗資料館で「戦時資料展～八
女で地上戦！？墜落したＢ29～」を開催しました。今年は昭和20
年7月27日に上陽町に墜落したＢ29について、当時の生々しい
証言（広報八女7月1日号掲載「耳学歴史散歩（野中鐵也さん著）」と、
上陽町に墜落したＢ29の残骸（立花町の高橋和行さん所有）を展
示。野中さんは「今まで墜落に関して多くを語られなかったが、こ
の事実を後世に伝えなければ」との思いで取材を重ね執筆。その
記事を読んだ高橋さんは、「戦争の悲惨さを伝える資料として役立
てて」と長年かけて自宅に収集していた資料の展示を申し出ました。
　資料展への反響は大きく、8月16日までに1000人を超える人
が来館。「八女にＢ29が墜落したことを初めて知った。戦争をとて
も身近に感じた」「戦争は双方に大きな痛みを残す。絶対にやって
はならない」などの感想が寄せられました。戦後75年目を迎えた
今夏、戦争の悲惨さを語り継ぐ貴重な資料展となりました。

上陽町に墜落したＢ29
の残骸。ねじ曲がった機
体の一部、インジケー
ター、風防ガラスなど、
墜落の衝撃の大きさを物
語っています。

掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市LINE公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINEアカウントID→＠yamecity詳しくはこちら 友だちになってね！

八女市新型コロナウイルス感染症緊急支援策
第1弾～第3弾  
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老
化
に
と
も
な
う
「
も
の
忘
れ
」

と
「
認
知
症
」
に
よ
る
症
状
を
見
分

け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
ヒ
ン
ト
で
思
い
出

せ
る
か
ど
う
か
で
す
。
ヒ
ン
ト
を
も
ら

え
ば
思
い
出
せ
る
も
の
は
、
老
化
に
よ

る
「
も
の
忘
れ
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、「
認
知
症
」
の
場
合
は
、
経
験

し
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
う
の

で
、
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
も
思
い
出
せ

な
い
事
が
多
い
の
で
す
。

　

軽
度
認
知
障
害
は
Ｍ
Ｃ
Ｉ

（M
ild Cognitive Im

pairm
ent

）と

も
呼
ば
れ
、
正
常
と
認
知
症
の
間
の

状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
認
知
症
の

よ
う
な
症
状
が
あ
る
も
の
の
生
活
に

は
ほ
と
ん
ど
支
障
が
な
く
、
認
知
症

の
診
断
基
準
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い

状
態
で
す
。
し
か
し
こ
の
状
態
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
５
年
後
に
は
約
半

数
の
人
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
６
項
目
以
上
に
心
当
た
り
が
あ
る

人
　

認
知
機
能
や
社
会
生
活
に
支
障
が

出
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
は
「
め

や
す
」
に
す
ぎ
ま
せ
ん
の
で
、
６
個

以
上
該
当
し
た
か
ら
と
い
っ
て
認
知
症

で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
少
し
で

も
お
か
し
い
な
と
心
配
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
一
度
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
相
談
機
関
に

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
人
に
も
や
さ
し
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

１
９
９
４
年
９
月
21
日
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
第
10
回
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
国
際
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
の
初
日
で
あ
る
こ
の
日
を
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
と
宣
言
し
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
関
す
る
認
識
を
高
め
、
世
界
の
患
者
と
家
族
に
援
助
と
希
望
を
も
た
ら
す
事
を
目

的
と
し
て
こ
の
日
を
中
心
に
認
知
症
の
啓
発
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、９
月
を
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」

と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
は
認
知
症
の
原
因
疾
患
の
一つ
で
、
認
知
症
の
６
割
を
占
め
ま
す
。

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
、
９
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
す

「
も
の
忘
れ
」
と
「
認
知
症
」
の

違
い
と
は
？

軽
度
認
知
障
害
に
気
づ
い
て

早
め
の
対
策
を

最
近
行
動
の
変
化
は
あ
り
ま
す

か
？
上
記
の
表
で
チ
ェ
ッ
ク
！

□ １ 今日の日付や曜日がわからなくなることがある

□ ２ 住所や電話番号を忘れてしまうことがある

□ ３ 何度も同じことを言ったり聞いたりする

□ ４ 買い物でお金を払おうとしても計算できないことがある

□ ５ ものの名前が出てこないことがある

□ ６ 置き忘れ、しまい忘れが多くなった

□ ７ 慣れた道で迷ってしまうことがある

□ ８ 頑固になった

□ ９ ガスや火の始末ができなくなった

□ 10 今まで使っていた洗濯機やリモコンなどを使いこなせ
なくなった

□ 11 本の内容やテレビドラマの筋がわからないことがある

□ 12 財布や時計などを盗まれたと思うことがよくある

□ 13 会話の途中で言いたいことを忘れることがある

□ 14 だらしなくなった

□ 15 体の具合が悪いわけではないのに、何もやる気が起き
ない

▼最近、こんな行動の変化はありませんか？
　思い当たることをチェックしてみてください。

　最近「もの忘れが気になる」と
心配している人を対象に、器械に
よる検査と専門医（久留米大学病
院高次脳疾患研究所）による検診

（無料）を行います。結果に応じて
相談対応や専門医療機関の紹介を
します。
◦日時＝9 月30日㈬ 9 時 30 分～
◦会場＝おりなす八女
◦対象者＝おおむね65歳以上の「も
の忘れ」が気になる人で専門医療
機関を受診していない人
◦定員＝20 人（先着・定員になり
しだい締め切ります）
◦申込方法＝事前申し込みが必要
です
◦申込・問い合わせ＝介護長寿課
地域包括支援係 ( ☎ 23・1203)

もの忘れ予防検診
無料
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認知症相談窓口

八女地域包括支援センター ☎ 23・1203 月～金 8:30 ～ 17:15（祝日等除く）
立花地域包括支援センター ☎ 24・8922 月～金 8:30 ～ 17:15（祝日等除く）
黒木地域包括支援センター ☎ 42・1119 月～金 8:30 ～ 17:15（祝日等除く）
上陽地域包括支援センター ☎ 24・8315 月～金 8:30 ～ 17:15（祝日等除く）
星野地域包括支援センター ☎ 24・8212 月～金 8:30 ～ 17:15（祝日等除く）
矢部地域包括支援センター ☎ 24・9011 月～金 8:30 ～ 17:15（祝日等除く）
認知症サポートセンターちくすい ☎ 23・5366 月～金 9:00 ～ 16:00（祝日等除く）
宅老所はるさん家の認知症カフェ ☎ 24・5633 毎月第 1日曜日10:00 ～ 11:30　

認知症専門医療機関　
※受診にはかかりつけ医の
紹介状と予約が必要です

筑水会病院　☎ 23・5131
福岡県認知症医療センター植田病院　☎ 0942・53・5185
久留米大学病院もの忘れ外来☎ 0942・31・7611（毎週木曜日）13:30 ～ 17:00

　

思
考
力
が
必
要
な
将
棋
や
囲
碁
な
ど
の

頭
を
使
う
ゲ
ー
ム
や
、
料
理
・
園
芸
な
ど
の

手
段
や
計
画
性
が
あ
り
、
体
を
動
か
す
こ

と
も
で
き
る
趣
味
は
、
楽
し
み
な
が
ら
脳
を

活
性
化
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
複
数
の
こ
と
を
同
時
に
、
意
識

し
て
行
う
こ
と
も
注
意
力
の
低
下
を
防
ぐ

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
予
防
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
体
操

や
運
動
が
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
特
に

脳
の
血
流
を
増
進
さ
せ
る
有
酸
素
運
動
（
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
）
の
有

効
性
は
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

可
能
で
あ
れ
ば
週
5
日
、
1
日
30
分
以

上
（
10
分
以
上
の
運
動
を
3
回
に
わ
け
て

も
可
）
大
勢
の
人
と
の
接
触
が
な
い
場
所
で

行
い
ま
し
ょ
う
。
ラ
ジ
オ
体
操
や
お
家
の
中

で
の
運
動
や
畑
仕
事
な
ど
も
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
指
を
使
う
運
動
や
食
べ
物
を
よ
く

噛
む
こ
と
も
脳
を
刺
激
し
ま
す
。

①
野
菜
や
く
だ
も
の

　

多
く
の
野
菜
や
く
だ
も
の
を
食
べ
て
い
る

人
は
、
認
知
症
に
な
り
に
く
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
野
菜
や
く
だ
も
の
に
含
ま
れ

て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
Ｅ
、
β
カ
ロ
テ
ン
の

抗
酸
化
作
用
に
、
予
防
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

②
青
背
の
魚
類

　

魚
を
よ
く
食
べ
て
い
る
人
は
、
比
較
的
認

知
症
に
な
り
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
サ
バ
、
イ
ワ
シ
、
ア
ジ
な
ど
に
は
脳
の

神
経
伝
達
を
活
性
化
さ
せ
、
脳
の
血
流
を

よ
く
す
る
不
飽
和
脂
肪
酸
（
Ｄ
Ｈ
Ａ
、
Ｅ
Ｐ

Ａ
な
ど
）
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

活
発
に
脳
を
使
う
人
は
認
知
症
に
な
り

に
く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
今
日
は
何
日

だ
っ
た
か
な
と
考
え
て
み
る
」「
一
桁
の
簡
単

な
計
算
問
題
を
す
ば
や
く
行
う
」「
文
章
を

声
に
出
し
て
読
む
」
な
ど
も
効
果
的
で
す
。

「
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
」
と
い
う
、
身
近
な
体

験
を
積
極
的
に
思
い
出
す
、
脳
活
性
法
も

有
効
な
方
法
で
す
。

　

家
に
い
る
時
間
が
長
く
、
不
規
則
な
生

活
と
な
り
睡
眠
不
足
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん

か
。
睡
眠
不
足
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
の
原
因
と
な
る
「
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
」
を

脳
に
蓄
積
さ
せ
る
要
因
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
睡
眠
時
間
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
こ
と

が
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
質
の

高
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
睡
眠

リ
ズ
ム
を
調
整
す
る
体
内
時
計
を
毎
朝
リ

セ
ッ
ト
す
る
た
め
に
、
日
光
を
浴
び
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
体
内
時
計
は
朝
食

を
食
べ
、
腸
を
動
か
す
こ
と
で
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
ま
す
。
必
ず
朝
食
を
摂
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
、
夜
は
ス
ム
ー
ズ
に

入
眠
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　「認知症ってどんな病気？」
「認知症の人とどう接したらいい
の？」そんな疑問を持っている
人はぜひお聞きください。オレ
ンジ講座を聞いて認知症につい
て正しく理解しましょう。
◦放送時間＝ 9 月中
月曜日① 11:10 ～② 17:10 ～
土曜日① 10:10 ～② 20:30 ～
◦問い合わせ＝介護長寿課地
域包括支援係 ( ☎２３・１２０３)

暮
ら
し
の
中
で

実
践
で
き
る
！

認
知
症
を
予
防
す
る

生
活
の
ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン

ト
１ポ

イ
ン

ト
２

ポ
イ
ン

ト
３

ポ
イ
ン

ト
４

ポ
イ
ン

ト
５

楽
し
く
集
中
で

き
る
趣
味
を
も
つ

体
を
動
か
し
て

脳
も
活
性
化
！

意
識
し
て

記
憶
力
を
使
う

規
則
正
し
い

生
活
を
送
る

　八女市では FM 八女で毎日
2 回 、10 分程度の頭の体操と
運動ができるプログラムを流し
ています。この時間を使って、
頭と身体をすっきりさせてみま
せんか。プログラムは日替わり
のため、毎日聞いても楽しめる
内容になっています。
◦放送時間＝▼月曜～金曜＝
11 時、17 時▼土曜・日曜＝
10 時、12 時 45 分

脳
や
血
管
に
よ
い
食
材

を
中
心
に
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
！

▼ＦＭ八女放送
　 「おからだピンシャン体操」 

▼ FM 八女オレンジ講座

▼お気軽にご相談ください
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戦
争
の
な
い
、

平
和
な
世
界
を
誓
う

星野民藝オリジナル
　マスクケース 300 個を寄贈

まちのわだい
ＴＯＰＩＣＳ

　星野村で 45 年間、家具を製造･販売してきた株式
会社星野民藝（竹内宗一郎専務取締役）は8月11日㈫、
マスクケース 300 個を八女市に寄贈しました。感染症
が拡大するなか「家具屋として地域にできることはな
いか」と研究を重ね、開発した同社オリジナルのマス
クケースです。内側は抗菌作用のある、真ちゅうを使
用しており、ケースに保管することで、マスクに付着
したウイルスが広がらない効果が期待されます。竹内
さんは「マスクの付け外しという日常的な行為での感
染リスクを少しでも防ぐことができれば」と話しました。
この製品は同社公式サイトで販売されています。

　広島原爆投下の日の 8 月6日㈭、星野ふるさと公園平和の広場におい
て、八女市平和祈念式典が行われました。参加者は原爆が投下された午
前 8 時 15 分、原爆死没者を慰霊するため、1分間の黙祷を捧げました。
三田村市長は式辞の中で「平和の尊さと戦争の愚かさ、核兵器の非人道
性を語り継ぎ、争いのない平和な世界の実現を目指す」と改めて誓いまし
た。広島市長のメッセージや来賓あいさつ、献花のあと、川﨑陽

ひ な た
葵さん（星

野小学校 6 年）と末﨑恵
は る せ

聖さん（星野中学校 3 年）が平和な世の中を願
い、スピーチをしました。式典には関係者約 50 人が参加し、燃え続ける
平和の火を前に世界平和を祈念しました。式典は、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、規模を縮小しての開催となりました。

戦争を経験した人たち
の想いを受け継ぎ、平
和な世界の作り手とな
るために、しっかりと考
え、正しく判断し、行
動することが、私たち
若者の使命だと考える。

星野村から世界に平和
の大切さを伝えていか
なければならない。こ
のことを胸に刻み、平
和のために自分にでき
ること、発信できること
を常に考えていきたい。

川﨑陽葵さん 末﨑恵聖さん
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道の駅たちばなに
　飲食スペース完成！

～お食事処 招竹梅　店舗紹介～

予選大会での初の優勝を報告 　7 月5日から25日にかけてリポビタンカップ第 51回
日本少年野球選手権大会福岡県南支部予選が行われ、
筑後ボーイズが初優勝し、全国大会への出場権を勝ち
取りました。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で
全国大会は中止となりましたが、8 月11日㈫、代表し
て八女市在住の 6 人が、予選大会の結果を三田村市
長に報告しました。松永優斗さん（立花中 3 年）は「全
国大会中止は残念だが、高校では甲子園で全国制覇を
成し遂げたい」と目標を語りました。市長は「自分自身
を鍛え、仲間との絆を築くことがスポーツの醍醐味。こ
れからも頑張ってほしい」とあいさつしました。

竹炭を飼料に混ぜ、自
社農場で育てた「八女
炭
た ん

蘇
そ

鶏
ど り

」は臭みが少な
いのが特徴です。人気
のから揚げや炭火焼きで
笑顔を届けたいです！

手作りハンバーグでお腹
いっぱいになって帰っても
らいたいです。道の駅ソフ
トクリーム総選挙 2018 で
1位になった自慢の「塩八
女茶ソフト」もぜひ。

できる限り地元の食材を
使った和食料理をお届け
します。たちばなの四季の
味覚を、子どもからお年
寄りまでたくさんの人に食
べていただきたいです。

食べやすくした少し細め
の自家製麺とやさしい味
のだしでつくりました。
細かいところまでこだ
わった無添加のうどんを
ぜひ食べにきてください。

できたてアツアツのう
ちに食べるのが一番。
肉汁たっぷりのおいし
い中華料理を皆さん
に届けるために、一
生懸命頑張ります！

5

　開設 15 周年を迎える道の駅たちばなに、
地域の魅力を発信する新たな施設として「お
食事処 招竹梅」が 8 月8日㈯オープンしま
した。1階は飲食店 5 店舗が立ち並ぶ約 70
席の食事･ 休憩スペース、2 階は農産物加
工場と約 60 席の多目的スペースとなってい
ます。オープン前日の7日㈮には、竣工式と
開設15 周年記念式典が行われ、関係者など
約 40 人が参加しました。竣工式で三田村市
長は「これまで以上に、多くの皆さんに快適
に利用していただける施設となった。道の駅
たちばなを地域の小さな拠点とし、地元の皆
さんに最大限活用してほしい」と述べました。
現在は新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、席数を約半数にして営業しています。

m
ミ ミ タ ビ ー

imitabby

四季のお料理　志らとり

たちばな製麺

一品餃子

H
ヒ デ
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飛
鳥
時
代
、
西
暦
６
５
０
年
以
降
、
旧

八
女
郡
は
上か

み
つ
や
め

陽
咩
の
郡こ
お
りと
呼
ば
れ
て
い
た
。

日
本
書
紀
に
記
載
さ
れ
た
上
陽
咩
郡
の
人
、

漢
土
で
大
功
の
あ
っ
た
人
と
の
伝
承
の
大
伴

部
博
麻
の
墳
墓
と
功
績
を
刻
し
た
石
碑
が

氏
神
の
山（
北
川
内
公
園
）の
山
頂
に
あ
る
。

持
統
天
皇
の
４
年
（
６
９
０
年
）、
今
よ
り

１
３
３
０
年
前
の
９
月
23
日
、
博
麻
は
唐

の
国
（
中
国
）
か
ら
帰
国
し
た
。
出
征
し

て
30
年
後
の
帰
還
で
あ
る
。

　
６
６
０
年
、
朝
鮮
の
百く

だ
ら済
王
国
は
、
唐
・

新し
ら

羅ぎ

連
合
軍
に
敗
れ
、滅
亡
し
た
。
し
か
し
、

百
済
の
忠
臣
で
あ
る
鬼き

室し
つ

福ふ
く

信し
ん

将
軍
が
各

地
で
兵
を
率
い
、
百
済
王
国
の
再
興
を
目

指
し
て
抗
戦
し
て
い
た
。
彼
は
、
日
本
に
い

る
百
済
の
皇
子
余よ

豊ほ
う

璋し
ょ
うの
帰
国
と
援
軍
の

派
遣
を
倭
国
（
日
本
）
に
要
請
し
た
。
時

に
斉
明
天
皇
の
７
年
（
６
６
１
年
）、
帝
は

皇
太
子
中
大
兄
皇
子
と
と
も
に
九
州
に
下

向
し
、
朝
倉
の
橘

た
ち
ば
な
の
ひ
ろ
に
わ
の
み
や

広
庭
宮
を
大
本
営
と

し
て
、救
援
軍
の
指
揮
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。

博
麻
は
救
援
軍
の
兵
士
と
し
て
出
征
し
た
。

　
６
６
２
年
、
大
将
軍
阿あ

ず
み
の
ひ
ら
ふ

曇
比
羅
夫
等
は

１
７
０
隻
の
軍
船
を
率
い
て
豊
璋
等
を
百

済
国
へ
送
る
。
翌
年
の
６
６
３
年
は
歴
史
で

も
有
名
な
「
白は

く

村す
き
江の
え
の
戦
い
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
新
羅
・
唐
の
連
合
軍
対
百
済
・
倭
国

連
合
軍
と
の
大
海
戦
で
あ
り
、
こ
の
海
戦

で
倭
国
は
４
０
０
隻
の
軍
艦
を
失
う
と
い

う
壊
滅
的
な
大
敗
を
喫
し
た
の
で
あ
っ
た
。

救
援
軍
は
総
計
４
万
７
千
の
兵
が
海
を
渡

り
、
帰
ら
ぬ
兵
も
多
か
っ
た
。
第
一
陣
は
お

そ
ら
く
九
州
勢
を
中
心
に
急
ぎ
派
遣
さ
れ

て
い
た
。

　
博
麻
は
白
村
江
の
戦
い
で
唐
の
捕
虜
と

な
っ
て
、
唐
の
都
・
長
安
に
連
行
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
長
安
で
過
ご
す
中
に
４
人
の
仲

間
と
出
会
い
、
唐
の
日
本
侵
攻
計
画
を
知

る
。
日
本
の
危
機
を
国
に
伝
え
た
く
も
、

衣
食
も
旅
費
も
な
い
た
め
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
博
麻
は
一
大
決
心
を

し
、
土は

じ
の
む
ら
じ
ほ
と

師
連
富
杼
・
筑つ
く

紫し
の

君き
み

薩さ
ち

夜や

麻ま

・
氷ひ
の

蓮む
ら
じ
お
ゆ

老
・
弓ゆ
げ
の
む
ら
じ
げ
ん
ほ
う
じ

削
蓮
元
宝
児
等
仲
間
に
相
談
す

る
。
そ
れ
は
、
我
が
身
を
奴
隷
に
売
り
、
そ

の
金
で
何
と
か
い
ち
速
く
帰
国
し
、
こ
の
唐

の
計
画
を
知
ら
せ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
土
師
ら
は
博
麻
独
り
を
唐
に
残
す
こ
と

は
忍
び
な
い
が
、
今
は
博
麻
の
計
画
に
従

う
ほ
か
な
く
、
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
帰
国
の

途
に
つ
い
た
。
帰
国
を
果
た
し
、
朝
廷
に
唐

の
計
画
を
伝
え
た
。
朝
廷
は
急
ぎ
、
国
防

の
た
め
に
筑
紫
の
国
に
大
野
城
・
基き

肄い

城

と
水
城
を
築
き
、
太
宰
府
政
庁
等
を
守
り
、

長な
が

門と

・
壱
岐
・
対
馬
に
城
砦
を
築
き
、
防

人
と
烽の

ろ
しを

配
置
し
、
国
防
の
万
全
を
図
っ

た
。
そ
の
後
も
讃さ

岐ぬ
き
の
屋や

嶋し
ま

城
・
大
和
の

高
安
城
・
肥
後
の
鞠き

く

智ち

城
、
対
馬
の
金

田
城
な
ど
に
堅
固
な
防
衛
拠
点
を
設
け
て

い
っ
た
。
こ
の
た
め
唐
は
日
本
侵
攻
の
計
画

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
30
年
に
も
及
ぶ
苦
し
い
異
国
で
の
流
浪
・

奴
隷
生
活
に
終
止
符
を
う
ち
、
博
麻
は
新

羅
送
使
大だ

い

奈な

末ま

金き
ん

高こ
う

訓く
ん
に
従
っ
て
、
持
統

天
皇
の
４
年
（
６
９
０
年
）
９
月
23
日
に

白
髪
を
な
び
か
せ
て
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
翌
月
の
10
月
22
日
博
麻
は
そ
の
大
功

に
よ
り
帝
の
拝は

い

謁え
つ
を
得
て
、
務む

大た
い

肆し

の
位

と
絁

ふ
と
ぎ
ぬ

五い
つ

匹む
ら

、
綿
一ひ
と
と
も
じ

十
屯
、
布
三み
そ
む
ら

十
端
、
稲

一ひ
と
ち
つ
か

千
束
、水こ
な

田た

四よ

町と
こ
ろを

与
え
ら
れ
、三
族（
父・

母
・
妻
の
親
族
）
の
課
税
を
曽ひ

孫
ま
で
免

じ
ら
れ
る
な
ど
、
一
兵
士
に
と
っ
て
は
破
格

の
恩
賞
が
与
え
ら
れ
、「
尊
朝
愛
国
」「
売

身
輸ゆ

う
ち
ゅ
う

忠
」詔
勅（
お
こ
と
ば
）を
も
得
て
い
る
。

　
こ
の
博
麻
の
功
績
が
あ
っ
て
、
我
が
国
で

初
め
て
「
愛
国
」
と
い
う
こ
と
ば
が
生
ま
れ

た
。
そ
れ
は
日
本
書
紀
に
記
さ
れ
、
や
が

て
水
戸
藩
主
徳
川
光み

つ

圀く
に

（
黄
門
）
に
よ
る

大
日
本
史
の
武
烈
傳
の
最
初
に
記
述
さ
れ

る
や
、
国
史
・
国
学
・
神
道
と
儒
教
思
想

等
と
の
結
び
つ
き
に
よ
り
、
理
論
化
さ
れ
水

戸
学
が
誕
生
す
る
。

　
水
戸
学
は
全
国
的
に
広
が
り
、
さ
ら
に

そ
こ
か
ら
尊
皇
攘じ

ょ
う
い夷

思
想
が
芽
生
え
、
佐

幕
開
港
論
と
国
論
を
二
分
し
激
し
い
対
立

が
生
じ
た
。
幕
末
、
尊
王
攘
夷
派
に
よ
り

倒
幕
運
動
が
展
開
さ
れ
、
大
政
奉
還
、
王

政
復
古
、
戊ぼ

辰し
ん
戦
争
、
明
治
維
新
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
今
、
尊
朝
愛
国

の
士
と
仰
が
れ
た
博
麻
の
墳
墓
お
よ
び
顕

彰
の
石
碑
は
北
川
内
公
園
の
山
頂
に
あ
り
、

町
の
平
安
を
見
守
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
野
中
鐵
也
（
上
陽
町
）

身
を
売
り
て
国
を
救
っ
た
軍い

く
さ

丁よ
ぼ
ろ

　
　
　
　
　
大お

お

伴と
も

部べ

博は
か

麻ま

大
伴
部
博
麻
と
は

奴
隷
に
身
を
売
っ
て

苦
節
30
年
、
博
麻
の
帰
国

③
大伴部博麻の碑（野中さん画）

春は桜、秋は紅葉が美しい北川内公園
は、住民の憩いの場となっています

「
み
み
が
く 

れ
き
し
さ
ん
ぽ
」

※
題
字
は
野
中
さ
ん
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便

　
令
和
元
年
度
に
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
「
市
長
へ
の
は
が
き
」「
メ
ー

ル
」「
フ
ァ
ク
ス
」「
市
政
目
安
箱
」
等
の

集
計
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
１
８
８
件
の
中
で

最
も
多
か
っ
た
分
野
は
、
道
路
・
河
川
で

30
件
で
し
た
。
そ
の
他
多
く
寄
せ
ら
れ
た

の
が
、
市
関
連
施
設
等
17
件
、
人
事
・
職

員
に
関
す
る
こ
と
が
15
件
、
広
報
・
広
聴

に
関
す
る
こ
と
が
11
件
、
ご
み
に
関
す
る

こ
と
が
９
件
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
は
が

き
等
は
す
べ
て
受
付
し
、
問
題
点
は
改

善
し
、
建
設
的
な
意
見
に
つ
い
て
は
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
連
絡

先
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

市
長
も
し
く
は
担
当
課
か
ら
直
接
ご
本

人
に
回
答
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の「
市
長
へ
の
は
が
き
」

等
の
集
計
に
つ
い
て

◦令和元年度受付件数　188件
（内訳）市長へのはがき 170 ／メール8 ／手紙 5
／ファクス 3 ／目安箱 2  
◦分類状況（件）

（内訳）要望75 ／苦情 64 ／提案 12 ／意見10
／問い合わせ 9 ／お礼 9 ／励まし3 ／その他6

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
同
一
投
書
者
に
よ

る
同
一
趣
旨
の
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不
適

当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の       

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの市へのご意見や質問な
どの投稿をお待ちしています。

内容等 件数 内容等 件数
道路・河川 30 交通・デマンド 5
市関連施設等 17 防災・FM ラジオ 5
人事・職員 15 その他環境 4
広報・広聴 11 高齢者・介護 3
ごみ 9 文化振興 3
観光・まつり 8 市税 3
新庁舎 8 健康づくり 5
企画・政策 8 学校教育 2
子育て 8 福祉 2
災害関連 7 農業・林業 2
コロナウイルス関連 6 その他 34
交通安全・安心安全 5

合　　　　計 200

【内容の内訳】 ※同一はがきに複数記入あり

【学校教育課へ】
八女市大坪奨学会奨学金運用のため
〇 白川　毅＝金一封
〇 大坪　修＝金一封
〇 大坪公子＝金一封
〇 大坪　茂＝金一封
〇 白川理香＝金一封
〇 大坪由里子＝金一封

【南中学校へ】
八女市立南中学校父母教師会　
会長　田中稔信＝全自動製氷機

寄
附
の
お
礼　
※
敬
称
略
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消費生活
そうだん

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
よ
る
各
方
面
の
自
粛
要
請
に
よ
っ
て
、

収
入
が
減
っ
た
と
い
う
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
ネ
ッ
ト
で
「
副
業
サ

イ
ト
」に
登
録
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

と
い
う
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

　

生
活
費
が
足
り
な
く
な
り
、
ネ
ッ
ト

で『
副
業 

高
収
入
』と
検
索
し
た
ら『
メ
ー

ル
の
や
り
取
り
を
す
る
だ
け
で
高
額
収

入
』
と
い
う
サ
イ
ト
を
見
つ
け
た
。
登
録

す
る
と
異
性
か
ら
「
相
談
に
の
っ
て
く
れ

た
ら
2
千
万
円
あ
げ
る
」
と
メ
ー
ル
が
来

た
。
そ
の
後
「
お
金
の
受
け
渡
し
手
続
き

を
す
る
た
め
に
有
料
会
員
登
録
を
し
て
」

と
言
わ
れ
、
サ
イ
ト
内
の
ポ
イ
ン
ト
を
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
購
入
し
、
有
料
会
員

登
録
を
し
た
。
サ
イ
ト
か
ら
『
お
相
手
の

個
人
情
報
の
開
示
の
た
め
』『
シ
ス
テ
ム

利
用
料
』
な
ど
次
々
に
料
金
を
支
払
う

よ
う
言
わ
れ
、
そ
の
都
度
ポ
イ
ン
ト
を
購

入
し
た
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
お
金
を

受
け
取
れ
ず
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が
高
額

に
な
り
怖
く
な
っ
た
。

【
解
説
】

　

事
例
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
い
わ
ゆ
る

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
で
す
。
副
業
と
称

し
て
消
費
者
を
引
き
込
み
、
ポ
イ
ン
ト
を

購
入
さ
せ
る
も
の
で
す
。
問
題
点
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

◦
相
談
を
持
ち
か
け
て
き
た
相
手
は
サ
イ

ト
が
用
意
し
た
「
サ
ク
ラ
」
で
あ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
サ
イ
ト
も
サ
ク
ラ
も
、

延
々
と
話
を
引
き
延
ば
し
て
ポ
イ
ン
ト
を

消
費
さ
せ
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

◦
サ
イ
ト
も
サ
ク
ラ
も
最
初
か
ら
、
お
金

を
受
け
渡
し
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◦
サ
イ
ト
は
、営
業
所
の
場
所
、連
絡
先
、

商
品
の
返
品
に
関
す
る
事
項
を
サ
イ
ト

内
に
記
載
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
連
絡
先
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
み
、

所
在
地
も
架
空
の
場
所
や
海
外
の
住
所

で
、
連
絡
を
取
ろ
う
と
し
て
も
で
き
な
い

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
銀
行
振
込
・
コ
ン
ビ
ニ
支
払
い
・
プ
リ

カ
の
番
号
を
教
え
る
な
ど
現
金
で
支
払
っ

た
場
合
、
返
金
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
ほ

ぼ
不
可
能
で
す
。

【
対
策
】

◦
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
場
合
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に
支
払
い
停
止

の
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
分
割
払
い
の
と
き
の
み
）

◦
や
り
取
り
を
し
た
画
面
の
閲
覧
が
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
な

ど
で
証
拠
を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
副
業
サ
イ
ト
も
含
め
、
通
信
販
売
に

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
己

責
任
が
問
わ
れ
る
販
売
方
法
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

平
日
８
時
30

分
～
16
時
30
分（
☎
２
３・１
１
８
３
）

68

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

「
副
業
サ
イ
ト
」
に
注
意

涼
し
さ
は
草
書
夏げ

書が
き
の
座
敷
か
な吉泉   

守
峰

被
爆
せ
し
翁
無
言
の
原
爆
忌

野
崎
万
智
子

喪
の
靴
の
黴か
び
を
払
ひ
て
雨
の
通
夜松尾

ア
サ
子

風
の
道
少
し
は
ず
し
て
風
鈴
を

青
木   

早
弓

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
二
人
で
食
べ
た
だ
け
の
恋

寺
田   

睦
子

夏
蝶
や
目
元
涼
し
き
曲
芸
師

栗
山   

豊
秋

蜩ひ
ぐ
ら
しや
万
歳
残
し
逝
き
し
兄

松
尾
満
留
美

サ
ン
グ
ラ
ス
皺し
わ
を
隠
し
て
同
窓
会東

野   

蓉
子

紺
碧
が
す
ぐ
黒
雲
の
栗つ

花い

落り

か
な吉泉   

守
峰

早
苗
田
に
逆
さ
の
大
樹
路
鳥
一
羽城

後   

正
子

定
位
置
に
立
っ
て
レ
ジ
待
つ
麦
の
秋

大
坪   

延
子

蛍
館
瀬
音
か
す
か
に
河
鹿
鳴
く倉

ノ
下
和
代

コ
ロ
ナ
禍
や
客
待
つ
藤
の
刈
り
取
ら
れ

中
村   

境
子

外と

に
出
れ
ば
色
と
り
ど
り
の
夏
マ
ス
ク

大
坪   

清
香

く
す
の
実
俳
句
会

上
陽
町
陽
泉
俳
句
会

8

ご意見記入欄　　　（八女市広報R2.9）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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涼
し
さ
は
草
書
夏げ

書が
き
の
座
敷
か
な吉泉   

守
峰

被
爆
せ
し
翁
無
言
の
原
爆
忌

野
崎
万
智
子

喪
の
靴
の
黴か
び
を
払
ひ
て
雨
の
通
夜松尾

ア
サ
子

風
の
道
少
し
は
ず
し
て
風
鈴
を

青
木   

早
弓

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
二
人
で
食
べ
た
だ
け
の
恋

寺
田   

睦
子

夏
蝶
や
目
元
涼
し
き
曲
芸
師

栗
山   

豊
秋

蜩ひ
ぐ
ら
しや

万
歳
残
し
逝
き
し
兄

松
尾
満
留
美

サ
ン
グ
ラ
ス
皺し
わ
を
隠
し
て
同
窓
会東

野   

蓉
子

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します138

　平成27年に筑後旭会を立ち上げ、
矢部屋許斐本家（このみ園）を拠点
に活動中。
「筑前琵琶は博多発祥の伝統芸能
で、当時は女性の精神修行のために
演奏されたと言われています。語り
を入れ歌うもので、力強く、心が動
かされるような音色が特徴です」

　

筑
前
琵
琶
演
奏
家
と
し
て
、こ
の
み

園
で
毎
月
お
稽
古
会
を
行
う
石
橋
さ

ん
。筑
前
琵
琶
の
音
色
を
多
く
の
人
に

聞
い
て
も
ら
い
、親
し
ん
で
ほ
し
い
と
活

動
し
て
い
ま
す
。

「
初
め
て
の
舞
台
は
9
歳
の
と
き
で
し

た
。親
の
勧
め
で
8
歳
か
ら
筑
前
琵
琶

を
習
い
は
じ
め
、最
初
は
何
度
も
や
め

た
い
と
思
い
ま
し
た
。し
か
し
、徐
々
に

で
き
る
こ
と
が
増
え
、人
前
で
の
演
奏
に

楽
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
が
続
け
て
き
た

理
由
で
す
。大
学
受
験
で
琵
琶
か
ら
離

れ
て
い
た
時
に
聞
い
た
、先
生
の
演
奏

に
感
動
し
、琵
琶
の
音
色
が
いつ
し
か
生

活
の一部
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。客
観
視
し
た
こ
と
で
、初

め
て
自
分
の
意
志
で『
弾
き
た
い
！
』と

思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、内
弟
子
と
し
て
先
生
の
身

の
ま
わ
り
の
お
世
話
を
し
な
が
ら
、3

年
間
修
行
を
積
む
日
々
で
し
た
。全
国

各
地
の
お
弟
子
さ
ん
の
稽
古
を
見
て
技

術
を
学
ぶ
こ
と
も
多
かっ
た
で
す
。

　
こ
の
み
園
で
の
イ
ベン
ト
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
ご
縁

が
広
が
り
、現
在
は
八
女
を
拠
点
に
、

稽
古
の
様
子
を
公
開
し
、体
験
し
て
も

ら
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。気
軽
に
琵

琶
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
増
や
し
、た

く
さ
ん
の
方
に
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
筑
前
琵
琶
の
担
い
手
は
減
少
し
て
お

り
、ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
演
奏
会
が
思
う
よ
う
に
開
催
で
き

な
い
状
況
も
続
い
て
い
ま
す
が
、舞
台

に
こ
だ
わ
ら
ず
、今
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

を
考
え
、日
本
の
伝
統
芸
能
を
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。そ
の

た
め
に
も
ま
ず
は
、筑
前
琵
琶
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
い
、八
女
の
地
で『
楽
し

い
』を
共
有
で
き
る
空
間
を
作
っ
て
い
き

ま
す
」

筑
前
琵
琶
演
奏
家   
石
橋 

旭き
ょ
く

姫き

さ
ん

筑
前
琵
琶
の
音
色
を
日
常
の
一
部
に

9月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

図書館の休館日
9月 ✿9月の館内整理日は25日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝・休日、館内整理日
1㈫、8㈫、15㈫、22㈷、25㈮、29㈫

※新型コロナウイルス対策により急遽変更する場合があります。
最新情報は、FM 八女･ホームページ等でお知らせしています。

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝・休日、館内整理日
7㈪、14㈪、21㈷、22㈷、25㈮、28㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
7㈪、14㈪、21㈷、25㈮、28㈪

八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

幼児～小学生の皆さん対象です♪

★本館＝5日、12日、19日、26日
※いずれも土曜日14時～
　おはなしコーナー
★黒木分館＝5日㈯10時 30分～
　おはなしコーナー

♥9月のあかちゃんおはなし会♥

0～2歳くらいのお子さんが対象
です♪

♥本館＝ 6日㈰、19日㈯11時～
　２階研修室
♥黒木分館＝26日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

★9月のおはなし会★
た
だ
し
、
以
下
の
場
合
は
延
長
で
き
ま
せ
ん
。

★
延
長
し
た
い
資
料
が
、
貸
出
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
場
合

★
貸
出
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
資
料
を
借
り
て
い
る
場
合

★
延
長
し
た
い
資
料
に
予
約
が
入
っ
て
い
る
場
合

★
相
互
貸
借
資
料

か
ら
の
貸
出
延
長
手
続
き
が

       

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た　

延長できる方法

◦八女市立図書館ホームページ内（Web）
ログイン後、マイページの「貸出中一覧」
から手続きできます
◦図書館窓口
◦電話
※いずれかの方法で、希望される場合 1
回限り

延長できる資料
◦図書 ◦雑誌 ◦視聴覚資料（CD・
DVD）

延長期間

手続きをした日から、図書・雑誌は 2
週間、視聴覚資料は1週間

ねぐせのしくみ

新刊紹介

作＝ヨシタケシンスケ
（ブロンズ新社）

〈児童書〉

寝ているあいだに、
「あのひとたち」がいろ
んな寝癖をためして
みてるかも？「あのひ
とたち」のしわざを想
像した愉快な絵本。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

Web
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私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
弟
は
、
障
が
い

が
あ
り
ま
す
。
未
熟
児
で
生
ま
れ
て
き

た
の
で
脳
に
障
が
い
が
残
り
、
体
に
も
ま

ひ
が
あ
っ
て
自
由
に
動
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
寝
た
き
り
で
ひ
と
り
で
生
活
す
る

こ
と
が
難
し
い
の
で
今
は
施
設
に
入
っ
て

い
ま
す
。
私
も
時
々
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

会
い
に
い
き
ま
す
。
お
じ
さ
ん
は
、
私
た

ち
が
会
い
に
い
く
と
と
て
も
喜
ん
で
一
生

懸
命
話
し
か
け
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、
お

じ
さ
ん
は
、
言
葉
も
は
っ
き
り
し
な
い
の

で
わ
た
し
は
、
お
じ
さ
ん
の
言
っ
て
い
る

こ
と
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
母
さ

ん
が
聞
き
取
っ
て
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
お
じ
さ
ん
は
、
小
さ
い
時
に
学
校
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
六
十
才
を

過
ぎ
て
か
ら
、
特
別
支
援
学
校
の
訪
問

教
育
と
い
う
制
度
を
活
用
し
て
勉
強
を

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ど
う
い
う
も
の
か

私
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
お
母
さ

ん
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
す
る

と
お
母
さ
ん
は
、

　「
少
し
前
ま
で
は
、
障
が
い
が
あ
る
人

は
届
け
を
出
せ
ば
学
校
に
行
か
な
く
て

も
よ
か
っ
た
と
よ
。
で
も
、
お
じ
ち
ゃ
ん

は
ず
っ
と
学
校
に
行
っ
て
勉
強
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
よ
。
今
、
お
じ
ち
ゃ
ん
み

た
い
に
学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な

か
っ
た
人
の
た
め
に
勉
強
す
る
場
を
福
岡

県
が
作
っ
て
く
れ
た
ん
だ
よ
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
難

し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
お
じ

さ
ん
が
学
校
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
六
十
才
に
な
る
ま
で
学
校
に

行
け
な
か
っ
た
こ
と
は
く
や
し
か
っ
た
だ

ろ
う
と
も
思
い
ま
す
。
学
校
に
行
け
ば
、

勉
強
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
友
達
が
で
き

ま
す
。
遠
足
や
運
動
会
、
修
学
旅
行
な

ど
楽
し
い
行
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
経
験
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
私

だ
っ
た
ら
と
て
も
悲
し
い
で
す
。
だ
か
ら
、

お
じ
さ
ん
も
き
っ
と
同
じ
年
れ
い
の
人

た
ち
と
一
緒
に
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
悲
し
く
て
さ
み
し
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
自

分
に
は
障
が
い
が
あ
る
か
ら
仕
方
が
な
い

と
あ
き
ら
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

　
そ
う
思
う
と
私
た
ち
が
今
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
学
校
に
行
け
る
こ
と
は
実
は

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
私
た
ち
は
学
校
に
行
っ
て
勉

強
で
き
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な
か
っ

た
人
た
ち
が
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
学
校
に

行
け
な
か
っ
た
人
た
ち
が
行
け
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
「
行

き
た
い
。」
と
い
う
強
い
願
い
が
あ
っ
た
こ

と
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
共
感
し
た
、
た
く

さ
ん
の
人
の
応
援
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
誰
で
も
等
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利

は
、
憲
法
で
も
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
障

が
い
が
あ
っ
て
も
自
分
の
し
た
い
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
社
会
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
話
で
は
、
お
じ
さ
ん
は

学
校
に
行
け
た
こ
と
で
と
て
も
元
気
に
な

り
前
向
き
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

人
権
作
文
か
ら

　
　
　
考
え
る

　
人
権
と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
か
け
が
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
誰

も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間
と
し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た

め
の
権
利
で
す
。
人
権
を
大
切
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
日
常
生
活
の
中
に
あ

る
人
権
問
題
に
気
づ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
月
は
、令
和
元
年
度
発
行
の
小・

中
学
生
に
よ
る
「
人
権
の
主
張
」
文
集
第
31
号
の
中
か
ら
紹
介
し
ま
す
。
作
品

を
通
し
て
、人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

障
が
い
が
あ
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

千ち

明あ
き 

さ
ん

（
作
文
作
成
当
時
、
長
峰
小
学
校
六
年
生
）

　
お
じ
さ
ん
が
60
歳
を
過
ぎ
て
か

ら
訪
問
教
育
で
学
ぶ
姿
を
見
て
、

自
分
が
学
校
へ
通
い
友
達
と
い
ろ

ん
な
経
験
が
で
き
る
当
た
り
前
の

日
常
が
、
実
は
と
て
も
幸
せ
な
こ

と
だ
と
気
付
い
た
原
さ
ん
。

　
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
て
い
け
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
何
が

で
き
る
か
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

当
た
り
前
の
幸
せ
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◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

働
く
女
性
の
家
（
☎
３
７
・
１
５

２
２
）

　

秋
の
風
と
木
の
香
り
を
楽
し

み
な
が
ら
、
幼
児
が
遊
べ
る
木
馬

を
作
り
ま
す
。
全
３
回

◦
日
時
＝
10
月
6
日
㈫
、
13
日

㈫
・
20
日
㈫
、
9
時
30
分
～
15

時◦
場
所
＝
お
茶
の
里
記
念
館
（
黒

木
町
）

◦
対
象
＝
一
般
８
人
※
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選	

◦
参
加
費
＝
２
５
０
０
円

◦
申
込
締
切
＝
9
月
15
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

東
公
民
館
（
☎
２
３
・
５
２
７
６
）

月
曜
～
土
曜
、
9
時
～
17
時	

	　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
10
月
22
日
㈭
～
１
月

14
日
㈭
※
毎
週
木
曜
日
（
12
月

31
日
除
く
）
全
12
回
、
18
時
～

21
時

◦
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所
２
階

◦
受
講
料
＝
８
千
円
※
別
途
教
材

費
必
要

◦
定
員
＝
15
人
（
先
着
）

◦
申
込
締
切
＝
10
月
５
日
㈪

◦
申
込
＝
八
女
法
人
会
（
☎
２
２・

３
３
９
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
９
月
13
日
㈰
７
時
30

分
、旧
白
木
支
所
集
合
約
2
時
間

◦
コ
ー
ス
＝
鹿
伏
・
大
内
邸
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

飾
る
！
使
う
！
贈
る
！
お
う

ち
時
間
で
で
き
る
生
活
に
役
立
つ

小
物
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
多
世
代
交

流
館
事
業
。
参
加
費
無
料
、
定

員
６
人
、
要
申
込
。

◦
日
時
＝
９
月
12
日
㈯
・
９
月
26

日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
持
参
品
＝
木
工
用
ボ
ン
ド

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

　

家
を
建
て
よ
う
・
持
と
う
と

思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
家
づ
く
り
の

勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
。
住
育
学
校

第
５
回
「
食
育
・
木
育
・
住
育
」。

子
ど
も
た
ち
が
育
つ
家
の
中
の
環

境
に
つ
い
て
、
家
を
建
て
る
時
に

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
を
お
話
し

し
ま
す
。
ま
た
山
の
木
か
ら
家
の

材
と
な
る
過
程
を
知
り
、
マ
イ
箸

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
９
月
13
日
㈰
13
時
～

17
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
定
員
＝
10
組
（
要
予
約
）

◦
申
込
＝
住
教
育
推
進
機
構
（
☎

０
５
０
・
３
７
０
７
・
３
３
９
３
）

　

八
女
市
働
く
女
性
の
家
就
業

支
援
講
座
の
追
加
募
集
で
す
。

◦
対
象
＝
就
業
ま
た
は
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
希
望
者

◦
期
間
＝
10
月
２
日
～
10
月
23

日
の
毎
週
水
・
金
曜
日
の
全
７
回

◦
時
間
＝
９
時
30
分
～
11
時
30

分◦
受
講
料
＝
１
０
０
０
円

◦
テ
キ
ス
ト
代
＝
２
０
６
８
円

◦
定
員
＝
16
人（
託
児
４
人
）先
着

◦
締
切
＝
９
月
15
日
㈫

お
知

ら
せ

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

第
５
回
住
育
学
校

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
講
座

リ
サ
イ
ク
ル
手
芸
～
「
牛
乳

パ
ッ
ク
の
小
物
入
れ
作
り
」

東
公
民
館
講
座
「
木
工
教
室
」

簿
記
２
級（
商
業
簿
記
）講
座

も
よ
お
し

教
室
・
講
座

11 月 8 日㈰は
八女市長選挙が行われます

八女市長選挙立候補予定者説明会
　八女市長選挙の立候補予定者に対する説明会を
行います。立候補予定者またはその関係者は、必
ず出席してください。当日、立候補に必要な書類を
お渡ししますので、印鑑をご持参ください。
◦日時＝10 月 3日㈯　午前 10 時から
◦場所＝八女市役所 本庁 北庁舎 2 階 205 会議室
※会場の都合により、出席者は立候補予定者 1 人
あたり3 人以内でお願いします。
◦選挙に関する問い合わせ＝八女市選挙管理委員
会事務局（八女市役所総務課内）☎ 23・1224

八女市長選挙立候補予定者説明会につ
いてお知らせします。

　日本では縄文時代から栽培されていたと考え
られている「そば」を栽培から収穫、脱穀までを
体験してみませんか。
◦日時＝【①種まき】9 月１３日㈰ 10 時～ 12 時

【②収穫】11月７日㈯ 10 時～12 時【③脱穀体験】
12 月13日㈰ 10 時～ 12 時※全３回を計画してい
ます。天候その他の理由で日程が変更または中
止になる場合があります。◦対象者＝どなたでも

（小学生以下は保護者同伴）※基本的に①～③
すべてに参加出来る人。◦定員＝ 20 人（先着順）
◦参加費＝ 500 円（小学生未満は無料）
◦申込み＝電話またはファクス（月曜日は休館の
ため電話受付不可）◦問い合わせ＝いわいの郷
( ☎ 24・3200 ／p24・3210）

【体験イベント】
「いわいの郷」でそばづくり体験

八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」
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ま
す
。

◦
応
募
締
切
＝
９
月
18
日
㈮
17

時◦
選
考
お
よ
び
結
果
通
知
＝
書

類
（
応
募
用
紙
）
審
査
お
よ
び

審
議
会
委
員
全
体
の
年
齢
構
成
、

性
別
の
バ
ラ
ン
ス
等
も
考
慮
し
決

定
。
９
月
下
旬
に
そ
の
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
企

画
政
策
係
（
☎
２
４
・９
０
０
９
）

　

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
に

役
立
つ
自
己
分
析
の
仕
方
や
面
接

の
心
が
け
を
実
践
形
式
で
解
説
し

ま
す
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
１
日
㈭
13
時
30

分
～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
え
～
る
ピ
ア
久
留
米
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

２
１
０
・
２
１

　

県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅

（
募
集
対
象
団
地
、
募
集
戸
数
等

詳
細
に
つ
い
て
は
募
集
案
内
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
配
布
期
間
お
よ

び
申
込
受
付
期
間
＝
９
月
７
日

㈪
～
９
月
15
日
㈫
※
申
込
手
数

料
不
要

◦
募
集
案
内
書
配
布
場
所
＝
県

住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理

部
管
理
課
、
公
社
管
理
事
務
所

（
福
岡
・
北
九
州
・
筑
後
・
筑
豊
）、

公
社
管
理
事
務
所
出
張
所
（
行

橋
・
大
牟
田
・
直
方
・
田
川
）、

県
営
住
宅
課
、
各
地
区
県
民
情

報
コ
ー
ナ
ー
、
市
役
所
ほ
か

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課（
☎

０
９
２
・
７
８
１
・
８
０
２
９
）

　
「
南
ち
っ
ご
遊
び
隊
」
と
は
南

筑
後
地
域
を
中
心
に
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
学
ん
だ
り
、

体
験
し
た
り
し
な
が
ら
、
青
少
年

を
支
援
し
て
い
く
、
い
ろ
い
ろ
な

志
（
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
）
を
持
っ
た

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で

す
。
人
の
役
に
立
つ
よ
ろ
こ
び
が

味
わ
え
る
、
新
し
い
仲
間
と
の
出

会
い
が
あ
る
、
自
分
の
可
能
性
が

広
が
る
な
ど
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

◦
活
動
内
容
＝
▽
子
ど
も
た
ち
の

体
験
活
動
支
援
▽
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
指
導
技
術
Ｕ
Ｐ
研
修
会
の

企
画
、
運
営

◦
定
例
会
＝
毎
月
第
２
木
曜
日

18
時
～
19
時

◦
場
所
＝
南
筑
後
教
育
事
務
所

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
教
育
事

務
所
社
会
教
育
室（
☎
０
９
４
２・

５
３
・
７
５
２
４
）

　

市
で
は
、
八
女
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
最
上
位
計
画
と
な
る
第
５

次
八
女
市
総
合
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
、
審
議
会
の
委
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

◦
公
募
人
員
＝
若
干
名

◦
任
期
＝
委
嘱
を
受
け
た
日
か
ら

答
申
の
日
ま
で
（
令
和
２
年
10

月
～
令
和
３
年
１
月
の 

間
に
３

～
４
回
程
度
の
審
議
会
を
予
定
）

◦
応
募
要
件
＝
市
内
在
住
の
18

歳
以
上
で
会
議
に
出
席
で
き
る
人

◦
報
酬
＝
１
回
の
会
議
に
つ
き
４

５
０
０
円

◦
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
企
画
政
策

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

可
、
締
切
日
必
着
）。
応
募
用
紙

は
企
画
政
策
課
の
ほ
か
八
女
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き

県
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業

「
南
ち
っ
ご
遊
び
隊
」

60
歳
か
ら
の
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

就
業
支
援

次の催しは新型コロナウイルス予防・拡散
防止のために中止・規模縮小になりました。

催しの中止等について

日にち 中止等の催し 問い合わせ

9/13
㈰

虚空蔵菩薩祭
（上陽町轟）
【規模縮小・関係者のみ】

上陽支所まち
づくり推進係

（☎ 54・2211）

9/27
㈰

冬山忌
（菊池剣碑前祭）
【中止】

黒木文化連盟

10/1
㈭ 観月会【中止】 黒木文化連盟

10/4
㈰

スポーツ・健康づ
くりフェスタ【中止】

健康推進課
（☎ 23・1201）

10/17
㈯

ふれあいスポーツ
フェスタ八女 2020

【中止】

スポーツ振興課
（☎ 24・1230）

２
０
２
１
年
度
生 

八
女
筑
後
看
護
専
門
学
校 

学
生
募
集

▼准看護科（募集定員 40 人）問い合わせ＝ 23・6284
入学試験 入試科目 出願期間 試験日

推薦（AO） 書類選考・個人面接
9/14 ㈪～ 10/16 ㈮ 10/25 ㈰１

次
社会人 作文・個人面接
一般 国語・作文・個人面接

推薦（学校長）書類選考・個人面接
11/16 ㈪～ 12/11 ㈮ 12/20 ㈰２

次
社会人 作文・個人面接
一般 国語・作文・個人面接

３
次

社会人 作文・個人面接
2/8 ㈪～ 3/8 ㈪ 3/14 ㈰

一般 国語・作文・個人面接

▼看護科（募集定員 40 人）問い合わせ＝ 24・4877
入学試験 入試科目 出願期間 試験日

推薦（AO） 書類選考・小論文・個人面接
9/14 ㈪～ 10/16 ㈮ 10/25 ㈰

推薦（学校長）書類選考・個人面接
一般（１次） 国語・看護全般・個人面接

※看護科 3 次試験は 1 次・2 次
で定員に達した場合は行わない

10/5 ㈪～ 10/30 ㈮ 11/8 ㈰
一般（２次） 12/14 ㈪～ 1/8 ㈮ 1/17 ㈰
一般（3 次） 2/8 ㈪～ 3/8 ㈪ 3/14 ㈰

第
３
回
県
営
住
宅
入
居
者

募
　
集

八
女
市
総
合
計
画
審
議
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
査
票
の
回

答
が
で
き
ま
す
。
９
月
上
旬
か
ら

調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
行
政
係

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

　　

９
月
24
日
㈭
（
予
定
）
か
ら

福
岡
県
の
一
部
地
域
で
、
携
帯
電

話
の
新
し
い
電
波
利
用
を
開
始

し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
テ
レ
ビ

映
像
に
影
響
の
出
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
対
象
地
域
の
家
庭
に

は
、
チ
ラ
シ
を
事
前
に
配
布
し
ま

す
。
テ
レ
ビ
の
視
聴
に
関
す
る
影

響
が
出
た
場
合
は
、
一
般
社
団
法

人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

利
用
推
進
協
会
が
回
復
作
業
を

行
い
ま
す
の
で
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
・
７
０
０
・

０
１
２
）
※
受
付
９
時
～
22
時

（
年
中
無
休
）

セ
ン
タ
ー
は
、
厚
生
労
働
省
（
福

岡
労
働
局
）
の
委
託
を
受
け
て
、

事
業
所
の
働
き
方
改
革
関
連
法

対
応
相
談
、
そ
の
他
各
種
助
成

金
相
談
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◦
相
談
方
法
（
す
べ
て
無
料
）
＝

▽
電
話
相
談
▽
メ
ー
ル
相
談
▽
セ

ン
タ
ー
へ
の
来
所
・
事
業
所
へ
の

専
門
家
派
遣
相
談
対
応
（
最
大

５
回
ま
で
）

　

各
市
町
村
・
各
種
商
工
団
体

等
と
の
共
催
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
、
セ
ミ
ナ
ー
講
師
派
遣
専

門
家
に
よ
る
無
料
相
談
会
等
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
働
き
方
改

革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
岡

市
中
央
区
天
神
４
ー
４
ー
11
天

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
参
加
す
る
に
は
前
も
っ
て
団

体
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

《
10
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
９
月
19
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島

中
）
▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

令
和
２
年
10
月
１
日
は
国
勢

調
査
の
調
査
日
で
す
。
日
本
に
住

ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
・
世
帯
を

対
象
に
行
わ
れ
る
、
国
の
最
も
重

要
な
統
計
調
査
で
す
。
大
正
９

年
の
第
１
回
目
調
査
以
来
５
年

ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
て
、
今
回

で
21
回
目
、
実
施
１
０
０
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
い
、

神
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
福
岡
８
階
Ｌ
Ｅ

Ｃ
福
岡
本
校
内
）
☎
０
８
０
０
・

８
８
８
・
１
６
９
９
（
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
）
p
０
９
２
・
７
３
４
・

３
６
７
０

　

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議

会
・
日
本
司
法
書
士
連
合
会
等

共
催
。
養
育
費
未
払
い
に
よ
る
困

窮
状
態
解
決
の
た
め
無
料
電
話

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談

無
料
、
秘
密
厳
守
、
予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
９
月
12
日
㈯
10
時
～

16
時

◦
専
用
電
話
＝
０
１
２
０
・
５
６

７
・
３
０
１
（
当
日
の
み
専
用
）

１
研
修
室
（
久
留
米
市
諏
訪
野

町
１
８
３
０
ー
６
）

◦
講
師
＝
森
美
奈
子
さ
ん
（
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

◦
内
容
＝
楽
し
い
自
己
分
析
で
新

た
な
可
能
性
を
発
見
、
履
歴
書

作
成
と
面
接
の
ポ
イ
ン
ト

◦
対
象
・
定
員
＝
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
人
20
人
（
要
申
込
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

９
２
・
４
３
２
・
２
５
１
２
）

　

福
岡
働
き
方
改
革
推
進
支
援

令
和
２
年
国
勢
調
査
の
実
施

に
つ
い
て

テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
の
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す

   就労等のため、夜間に人工透析を受けてい
る腎臓疾患患者に対して、令和２年４月から
令和２年９月の通院に伴う交通費の一部（月
額 2,000 円）を助成します。
◦対象（次のすべての要件に該当すること）
① 夜間（午後５時以降）に人工透析を１か月
間に５回以上受けている。
② 身体障害者福祉法に基づく手帳の交付を
受けている。
③ 通院距離（自宅から医療機関までの距離）
または通院費用が次のアからウまでのいず
れかに該当すること。ただし、もっぱら自家
用車を使用している人でアに該当しない人で
あっても、公共交通機関またはタクシーを使っ
て通院費用が 2,000 円以上負担した月がある
場合は、該当月については、イまたはウに該
当該当するものとします。
ア 自家用車使用の場合 ･･･ 通院距離が片道
　 10㎞以上であること。
イ 公共交通機関使用の場合 ･･･１か月 2,000
　円以上の運賃の負担をしたこと。
ウ タクシー使用の場合 ･･･ 領収書に基づき１
　か月 2,000 円以上の負担をしたと認められ
　ること。
③その他 ･･･ 令和２年９月末までに申請して
　ください。所得制限があります。
◦申請窓口＝福祉課障がい者福祉係

（☎ 23・1335）

令和２年度福岡県腎臓疾患患者福祉
給付金（前期分）の支給について

相
　
談

司
法
書
士
に
よ
る

養
育
費
の
無
料
電
話
相
談
会

事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
福
岡
働
き

方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

一
　
般

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用
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火災出火件数  0件 （16件）
救急出動件数 233件 （1,555件）
救急搬送人数 226人 （1,504人）

人身事故発生件数 35件 （151件）
傷　　者 39人 （186人）
死　　者 0人 （  0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 62,132 (-58）
男 29,357  (-22)
女 32,775  (-36)

世帯数 25,043  (+14)
　※（　）内は前月比

出生 33 人 死亡 74 人
転入 108 人 転出 125 人

▼ 7 月の交通事故の状況

▼ 7 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（7 月31日現在）

▼ 7 月の異動

納期限・口座振替日は9月30日㈬
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦国民健康保険税（3 期）
◦後期高齢者医療保険料（3 期）
◦介護保険料（3 期）
◦住宅使用料（9 月）
◦保育料（9 月）

9月に
納める
もの

1/10
開催

◦変更対象＝冷媒にフロンガスが使用
されている製品。家庭用の除湿器、冷
風機、製氷機等に使用されていること
があります。
◦対象の確認方法＝製品のシールや銘
板を確認してください。判断が難しい
場合は、製造メーカーに確認してくだ
さい。
◦処分方法＝▽町内等で行われる資源
ごみ回収に出すことはできません。
▽販売店に相談するか、フロン類の回
収業者に依頼しガスを回収してくださ
い。その後、回収したことが分かる書
類と一緒にごみ処理工場に直接もちこ
んでください。回収業者は環境課まで
問い合わせください。
◦問い合わせ＝環境課（☎ 23・1462）

一部の家電製品の処分方法
が変わります

　

台
風
や
秋
雨
前
線
の
影
響
に
よ

り
大
雨
、
洪
水
、
暴
風
に
よ
る
自

然
災
害
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
台
風
第
19

号
（
令
和
元
年
東
日
本
台
風
）
に

よ
り
、
関
東
・
甲
信
地
方
お
よ
び

東
北
地
方
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
近
年
の
災
害
は
年
々

強
大
化
し
て
お
り
、
今
年
も
昨
年

と
同
様
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
台
風

が
発
生
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
、
台
風
や
大
雨

な
ど
に
関
す
る
防
災
気
象
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、『
自
ら
の
命
は
自
ら

が
守
る
』
意
識
を
持
っ
て
、
台
風

が
来
る
前
、
大
雨
が
降
る
前
に
早

め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
束
し
な
い
中
で
、
避

難
す
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
危
険
な
場
所

に
い
る
場
合
は
避
難
す
る
こ
と
が

原
則
で
す
。
避
難
す
る
際
は
、
小

学
校
や
公
民
館
だ
け
で
は
な
く
安

全
な
親
戚
・
知
人
宅
等
へ
の
避
難

も
検
討
し
、
３
密
を
避
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

八
女
市
成
人
式
（
令
和
３
年
１

月
10
日
㈰
開
催
予
定
）
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
午
前
と
午
後
に
分
散
し

て
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
感
染
拡

大
状
況
等
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず

中
止
や
変
更
と
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
令
和
３
年
１
月
10
日
㈰

【
午
前
の
部
】
10
時
30
分
か
ら

〈
対
象
校
区
〉
福
島
中
学
校
、
南
中

学
校
、
見
崎
中
学
校
、
西
中
学
校

【
午
後
の
部
】
13
時
30
分
か
ら

〈
対
象
校
区
〉
黒
木
中
学
校
、
筑

南
中
学
校
、
立
花
中
学
校
、
上
陽

北
汭
学
園
、
矢
部
中
学
校
、
星
野

中
学
校
、
私
立
・
県
立
学
校
等

※
記
念
写
真
は
午
前
、
午
後
と
も

中
学
校
区
ご
と
に
撮
影
し
ま
す
。

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

◦
対
象
＝
平
成
12
年
４
月
２
日
～

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
教
育
課

（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

　8 月1日㈯から「各地区での健診（検診）」が始まっ
ています。今年の健診（検診）は、新型コロナ感染拡
大防止対策を行いながら実施しており、予約をした人
のみ受診することができます。会場入り口では手指消
毒、検温を行い、問診を通過した人のみマスクを着け
て会場へ入ります。また、会場内では「密」にならな
いように間隔をあけて進みます。今年度から会場によっ
ては終日健診を行います。各地区の健診（検診）に空
きがある会場もあります。申し込みをお待ちしています。
◦予約専用電話＝☎２３・１１６７／☎２４・９０３９
※詳しい健診日程等は、広報 6 月1日号と一緒に配布
している令和２年度住民健診ガイド本をご覧ください。
◦問い合わせ＝健康推進課（☎ 23・1201／☎ 23・1352）

台
風
や
大
雨
に
注
意
し
ま
し
ょ
う  

八
女
消
防
本
部

第
67
回
八
女
市
成
人
式
の
分
散
開
催
に
つ
い
て

「各地区での健診
（検診）」開催中！

コロナ対策を行いなが
ら実施しています。
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無料法律相談
◦ 9 月17日㈭ 、10 月1日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　 局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦ 9 月11日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦ 9 月18 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 9 月 25 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 9 月18 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦9月23日㈬ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦9月4日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1224）
◦9月3日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦9月16日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月7日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦9月8日㈫ 13:00 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦9月18日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦9月11日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦9月2日㈬・16日㈬・30日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦9月16日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦9月9日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦9月23日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦9月15日㈫ 13:00 ～ 14:30

　／八女市役所
◦9月11日㈮・15日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月24日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
日本政策金融公庫相談会（毎月第1金曜日）
◦9月4日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
働き方改革個別相談会（毎月第1金曜日）
◦9月4日㈮10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦9月14日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会（毎月第3月曜日）
◦9月23日㈬13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦��平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談（人権・同和政策・
男女共同参画推進課☎23・1314）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦�平日 9:00 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦�第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談

◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
会館※予約☎0942・30・0144

消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消
費生活センター☎ 23・1183

消費生活無料法律相談
◦9月15日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183
教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／☎24・9422
福岡県あすばる相談ホットライン
◦�毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦�月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

ほっと館
かん

やめ

八女市社会福祉協議会
福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支
援を行っています。利用無料（市
内 2 か所）
①八女市本町 17-2（リーベルと
同じ建物）月～金・第2土曜日9:00
～ 17:00 開館（☎ 23・7777）

② 上 陽 町 北 川内 123-1（ 地 域
福祉センター内）平日 9:00 ～
17:00 開館（☎ 24・9820）
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▽
国
内
外
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
再
び
拡
大
し
て
い

ま
す
。
８
月
に
感
染
者
数
は
世
界
で
２
千
万
人
、
国
内
で
６
万
人

を
超
え
ま
し
た
。
各
地
で
発
生
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
や
感
染
経
路
不

明
者
の
割
合
、
病
床
稼
働
率
、
重
症
者
数
な
ど
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
八
女
市
で
も
こ
れ
ま
で
に
2
名
の
陽

性
者
（
8
月
19
日
現
在
）
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
感
染
さ
れ

た
方
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も

早
い
回
復
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
▽
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引

き
続
き
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
、
3
密
を
避
け
る
行
動
な
ど
、

さ
ら
な
る
感
染
防
止
対
策
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
今
後
も
感
染
症
に
関
す
る
情
報
は
随
時
お
伝
え
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
情
報
に
基
づ
い
た
冷
静
な
行
動
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
併
せ
て
感
染
さ
れ
た
方
や
ご
家
族
の
情
報

に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
や
人
権
の
尊
重
に
ご
配
慮
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
▽
誰
も
が
感

染
リ
ス
ク
を
抱
え
る
先
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
は
、
そ
れ
ま
で
当
た

り
前
だ
っ
た「
日
常
」を
揺
さ
ぶ
り
、改
め
て「
家
族
」、「
仕
事
」、「
対

人
関
係
」、「
生
と
死
」
な
ど
の
問
題
に

向
き
合
う
こ
と
を
私
た
ち
に
迫
っ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
▽
こ
の
厳
し

く
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
９
月

定
例
議
会
に
「
第
４
弾
」
と
な
る
市
独

自
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
予
算
を
提

案
す
る
予
定
で
す
。
感
染
防
止
の
徹
底

と
社
会
経
済
活
動
の
回
復･

維
持
の
両

立
に
向
け
て
、今
後
も
全
庁
一
丸
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

感染再拡大の
防止に向けて

市長コラム70

おたんじょうびおめでとう
主
哩
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
元

気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
☆

川口 主
しゅ

哩
り

ちゃん

R1年9月2日生（本村）

1
歳
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大
き
く
な
ぁ
れ

♡

塚本 麻
ま の ん

桜ちゃん

R1年9月2日生（高塚）

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
が
可
愛
い
璃
音
ち
ゃ

ん
♡
明
る
く
て
優
し
い
子
に
な
っ
て

ね
♡

中尾 璃
り ん

音ちゃん

R1年9月3日生（立野）

1
歳
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も

す
く
す
く
育
っ
て
ね
♡
柊
ち
ゃ
ん

大
好
き
だ
よ
♡

山下 柊
しゅう

翔
と

ちゃん

R1年9月3日生（井延）

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
す
く
す
く
大
き

く
育
っ
て
ね
♡

室園 泰
たい

輝
き

ちゃん

R1年9月15日生（蒲原）

1
歳
お
め
で
と
う
♡
さ
な
の
ピ
カ

ピ
カ
キ
ラ
キ
ラ
笑
顔
で
み
ん
な
を

癒
や
し
て
ね
！

近松 紗
さ

那
な

ちゃん

R1年9月11日生（蒲原）

1
歳
お
め
で
と
う
☆
お
兄
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
元
気
に
す
く
す
く
育
っ

て
ね
！

馬場 光
みつ

希
き

ちゃん

R1年9月10日生（宅間田）

お
姉
ち
ゃ
ん
と
い
つ
も
仲
良
く

笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
ス
ク
ス
ク
大
き

く
な
あ
れ
！

坂田 佳
よし

己
き

ちゃん

R1年9月20日生（井延）

祝
1
歳
！
甘
え
ん
坊
の
碧
く
ん
、
お

姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て

ね
♡

安達 碧
あお

ちゃん

R1年9月5日生（国武）

祝
1
歳
☆
悪
さ
ん
坊
の
ア
オ
ト
君

♡
に
ぃ
に
と
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て

ね
♡

鹿野 蒼
あお

斗
と

ちゃん

R1年9月26日生（国武）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、
市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限
る）。氏名・生年月日・住所・簡単なコメント（30字
以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに
直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。
応募多数の場合は先着順となります。
◦申し込み＝企画政策課広報広聴係（☎23・1110）

公立八女総合病院へマスクや防護服を寄贈

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

編
集
後
記■編集・発行 八女市企画政策課広報広聴係

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
筑
前
琵
琶
は
思
わ
ず
背
筋
が

伸
び
る
よ
う
な
厳
か
な
音
色
で

し
た
。
取
材
時
に
演
奏
体
験
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
、贅
沢
な
ひ
と

と
き
で
し
た
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
祭
や
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
う
八

女
の
秋
で
す
が
、今
年
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
中
止
の
お
知

ら
せ
が
続
い
て
い
ま
す
。
来
年

は
、賑
わ
い
が
戻
る
こ
と
を
願
う

毎
日
で
す
。（
Y
・
Y
）

▼
戦
時
資
料
展
に
は
、
県
内

外
か
ら
も
多
く
の
人
が
来
館
さ

れ
ま
し
た
。
戦
後
75
年
経
っ
た

今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
展
示
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
関
係
者

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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